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幽門腺領域に占居する陥凹性早期胃癌の特徴
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A STUDY OF THE DEPRESSED TYPD OF EARLY GASTRIC

CARCINOMA IN THE PYLORIC GLAND ZONE

Kazuh調 に KUMAGAI,Motomichi URAB口 ,Yasuo HAYASHIDA

and Tsutomu KIDOKOR0

lst Dep of Surgery,JuntendO Universtty School of Medicine

教室の301例の陥凹性単発早期胃癌を癌巣の占居腺領域により幽門腺領域癌,中間帯領域癌,胃底腺

領域癌と分けているが,今 回は癌巣の背景胃粘膜に種々の程度の萎縮が混在する幽門腺領域癌の特性

を検討した。その結果,i)陥 凹性単発早期胃癌のうち幽門腺領域癌は157例(52%)を 占めた。11)幽

門腺領域癌と幽門輪近傍の癌,■line近傍の癌,そ れらの中間領域の癌と亜分類するとその頻度は

12%,57%,31%で あった。ili)f‐line近傍の癌は未分化型腺癌が多く,大 きな癌巣のものが多いなど

中間帯領域癌の性格に近似した。iv)幽門輪近傍の癌,中間領域の癌は分化型腺癌が多くを占め,それ

らの背景幽門腺粘膜の萎縮は,前 者では軽度萎縮例が日立ち,後 者は高度萎縮例が多かった。

索引用語 :早期目癌,陥 凹性早期目癌.

I . 緒 督

早期胃癌の肉眼型,組 織型など癌巣個々の性質の違

いにより,そ れらの生物学的特性が論じられる。また

癌巣の占居部位を中心に胃癌の特徴を整理する方法論

もよく採られる。著者らは以前より教室の早期胃痛症

例を対象として癌巣の占居腺領域による特性を検討し

てきたll~り。しかし幽門腺領域に占居する癌と総称し

ても癌巣の背景粘膜としての幽門腺の萎縮の程度はさ

まざまであり,そ れらを整理する必要があると感じて

いた。今回はこれらの問題を考慮に入れて幽門腺領域

の陥凹性早期胃癌の臨床病理学的特性を中心に検討し

た。

II.対象,方 法

表 1に示すように過去12年間の教室における切除早

期胃癌総数は487例であり,うちIIa型早期胃癌を中心

とする隆起性早期胃癌,多 発早期胃癌,良 性潰場合併

例などを除いた陥凹性単発早期胃癌301例を今回の検

討対象とした。さらに陥凹性単発早期胃癌の分布を癌

巣の背景胃粘膜別に比較検討するため,切 除胃粘膜を
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中村らうに準じ,F,line,←lineを用いて 3領域に分け

た。F‐lineの口側を胃底腺領域,■lineの肛門側を幽門

腺領域,F‐lineとf‐lineに囲まれた部分を中間帯領域

とした。組織型は高分化型管状腺癌,中 分化型管状腺

癌を中心とする分化型腺癌と低分化型腺癌,印 環細胞

癌を中心とする未分化型腺癌の2群 に分け検討した。

IH。結  果

1)各腺領域癌の一般臨床病理

陥凹性単発早期胃癌を占居腺領域別に分けると,幽

門腺領域に癌巣の大部分が占居す るものが157例

(52%)と 最も多く,中 間常領域にあるものが114例

(38%),胃 底腺領域は30例 (10%)で あった。表2に

示すように,平 均年齢は幽門腺領域癌52歳,中 間帯領

域癌50歳,胃 底腺領域癌47歳と幽門腺領域癌がやや高

齢であったが著明な差は認めなかった。男女比は幽門

腺領域癌は男性74%と 多く,胃 底腺領域癌は女性67%

と多かったが,中 間帯領域癌は男性61%と やや幽門BR

領域癌の傾向に近かった。深達度は幽門腺領域癌では

m浸 潤にとどまるものも56%に認められたが,中 間帯

領域癌ではsmに およぶものが61%と 多かった。組織

型をみると,幽 門腺領域癌は分化型腺癌が56%を 占め

るが,胃 底腺領域癌では未分化型腺癌が87%を 占め,
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図 l f‐line,幽門輪との関係よりみた幽門腺領域癌の

占居分布
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に接するか,ご く近傍に位置するもの,(2)は line近

傍の癌),そ れらの中間に位置するもの,(3)(中 間領

域の癌),の 3つ に分類した。幽門輪近傍に位置するも

のが19例,f‐line近傍にあるもの89例 (57%),そ の中

間に位置するもの49例であり,幽 門腺領域癌の多くは

f‐line近傍の癌であった,

2)占 居分布と組織型

幽門腺領域癌の占居分布と組織型の関係をみると,

図 2に 示すごとくf‐line近傍の癌は未分化型腺癌が

54%と 過半数を占めたが,幽 門輪近傍の癌,中 間領域

の癌は分化型腺癌がそれぞれ63%,69%と 多かった。

3)占 居分布と癌巣の大きさ

癌巣の大きさを癌巣長径2cm以 下,2cmか ら5cm未

満,5cm以 上の群と3つ に分けると図3に示すように

f‐Hne近傍の癌は5cm以 上と大きな癌巣を有するもの

が30%と 多く,中 間領域の癌は2cm以 下の小さなもの

が33%と 目立ち,幽 門近傍の癌は2cm以 下,5cm以 上

の群はおのおの16%と 少なく大部分の症例が2cmか

ら5cm未 満の中型の癌であった。

表 1 対 象症例

早期目穏総数     487例

陥凹性単発早期日程  301例
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中間帯領域癌は未分化型腺癌が68%と 多く幽門腺領域

癌と胃底腺領域癌の中間の傾向を示した.癌 巣内漬瘍
の頻度は各腺領域癌に差はなく,お のおの80%台 で

あった,

11)各腺領域癌の癌巣の大きさ

各腺領域別の癌巣の大きさを検討した。ここでは癌

巣の長径をもって大きさを代表させ,2cm以 下,2cm
から5cm未 満および5cm以 上の3つ に分けた。表3に

示すように,幽 門腺領域癌では2cm以 下の小さなもの

が26%に認められたが,中 間帯領域癌では2cm以 下の

ものは18%にすぎず,5cm以 上と大きな癌単を有する

ものが40%と他腺領域癌に比較し多かった。逆に胃底

腺領域癌は5cm以 上の大きな癌巣を有するものは,わ

ずか7%と 少なかった。

111)幽門腺領域癌の分析

1)幽 門腺領域癌の占居分布

幽門腺領域の占居分布を図 1の ように幽門輪,f‐line

との関係により癌巣が幽門輪に接するか,ご く近傍に

位置するもの,(1)(幽 門輪近傍の癌),癌 巣が←line

表3 各 腺領域癌と癌巣の大きさ
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4)占 居分布と幽門腺の萎縮

占居分布と癌巣周囲の幽門腺の萎縮の程度の関係を

みた (図4).幽 門腺の萎縮の程度は平福らめの慢性胃

炎の表示法を一部使用しP。,Pl,Pl×P2,P2などと分

類した。なおPl×P2はPlとP2が変互に出現している

状態を示した。幽門輪近傍の癌はPlと軽度萎縮例が

63%と 大部分を占め,P2と 高度萎縮例は11%にすぎな

かった。一方中間領域の癌はP230%,Pl× P237%と

他占居部位に比較し高度萎縮例が多かった。

5)占 居分布と腸上皮化生

腸上皮化生の程度をI。:全 く腸上皮化生を認める

もの,Il i巣状の腸上皮化生に止まっているもの,12!

腸上皮化生がびまん性になったものと3つ に分けゆ,

占居分布との関係をみた(図5),幽 門輪近傍の癌は10

が37%と多いが,中間領域の癌は1239%と高度腸上皮

化生例が多かった。

図4 幽 門腺領域癌の占居分布と幽門腺の萎縮

図5 幽 門腺領域癌の占居分布と腸上皮化生
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I V . 症 例

1)幽門輪近傍の癌

症例は68歳女性.図6上段に幽門輪近傍小弯の小Hc

病変を示す。図6下段の構築図に示すように,幽 門輪

近傍の10×4mm大 の IIc病変で深達度はm,癌 巣内漬

瘍は認めない。組織型は高分化型管状腺癌,脈 管侵襲

なく, リンパ節転移も認めない。背景幽門腺粘膜は幽

門固有腺は軽度萎縮 (Pl),腸上皮化生も軽度 (11)で

あった。このように幽門輪近傍に位置する癌を幽門輪

近傍の癌とした。

ii)←line近傍の癌

症例は52歳,女性.図 7上段に胃角部小弯のIIc病変

を示す。図7下段の構築図のように,f,lineに癌巣の一

部が変叉するが大部分はf‐lineの幽門側に位置する病

変である。癌巣の大きさは35×25mm大 ,深 達度sm,

癌巣内にUHIの 漬瘍赦痕を有した。組織型は高分化

型管状腺癌であり, リンパ節転移は認めない。癌巣の

背景粘膜は,幽 門固有腺は軽度萎縮 (Pl),腸上皮化生

は高度 (12)であつた。この症例のようにf‐lineに接す

るか,ご く近傍に位置するものを年line近傍の癌とし

ツこ .

さ

抑
嘲
嘲
嘲

嘲
嘲
嘲

嘲
嘲
嘲

図 6 幽 門輸近傍の癌
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ili)中間領域の癌

症例は48歳,男 性.図 8上段に幽門前庭部前壁に位

置するIIcttIII病変を示す。図8下段の構築図に示す
ように,癌巣は■lineと幽門輪の中間に占居する。大き
さ20×14mm,深 達度 sm,ul―IIの癌巣内潰瘍を有 し

た。組織型は中分化型管状腺癌で, リンパ節転移は認
めない。癌巣周囲胃粘膜は幽門固有腺の萎縮および腸
上皮化生の程度は高度であった(P2,12)・本症例のよう
にf‐lineと幽門輪の中間の部位に位置するものと中間

領域の癌とした。

V . 考 察

胃癌の生物学的性質は,肉 眼形態,組 織型など癌固

有のものと,年 齢,性 ,癌 巣の占居部位などの背景因

子によるものに規定されよう。 さ らに,そ れら癌固有
の因子と背景因子を結びつけることにより,個 々の胃

癌の特質がより明らかになる。諸家り`ゆによりつねづ

ねそれらの組み合わせにより胃癌の性質が論じられて
いる.な かでも胃癌の占居部位は癌巣の肉眼型,組 織

型,癌 巣の大きさ,深 達度などと組み合せ検討され,
重要な胃癌の背景因子の 1つ と考えられている。一方,

胃癌取扱い規約りによるAMC分 類による癌占居分布

幽門腺領域に占居する陥凹性早期胃癌の特徴

図 7 f‐line近傍の癌
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の検討では早期胃癌の背景胃粘膜を考える上に不十分

といわざるをえない.なぜならば,AMC分 類では小弯

側と大弯側では占居腺領域が異なることが多いからで

ある.河 原ら1いは内視鏡的コンゴレッド法にて早期胃

癌の占居腺領域を定め検討している。著者ら1ン)も以前

より癌巣をその占居腺領域別に分け検討している.つ

まり,中 村らりに準じ胃粘膜を胃底腺領域,中 間帯領

域,幽 門腺領域の3つ に分け癌巣の占居腺領域により

胃底腺領域癌,中 間帯領域痛,幽 門腺領域癌としてお

のおの腺領域癌の特徴を検討しているが,陥 凹性早期

胃癌においては幽問腺領域癌が52%と過半を占めた。

杉山ら11)は
陥凹性早期胃癌の幽門腺領域に占居する頻

度は78%と し,河 原ら1いも全早期目癌を対象として幽

門腺領域の癌の頻度は76%と 多くを占めていたとして

いる。教室の陥凹性早期胃癌の幽門腺領域癌の頻度は

杉山ら,河 原らの成績に比べやや少ないが,教 室の幽

門腺領域と中間帯領域の境界線は壁細胞が散在性に存

在する部分で採りやや中間帯が拡がる傾向にあるから

であろう。おのおのの腺領域癌の特徴をみると,胃 底

腺領域痛は女性に多く,未 分化型腺癌を主体とし,比

較的深部浸潤傾向が強くり,中 間帯領域癌はやはり未

図 8 中 間領域の癌
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分化型腺癌が多く,広 い癌巣を有するものが目立つカ

などの特徴を有した。幽門腺領域癌は男性に多く, 胃

底腺領域癌,中 間帯領域癌と逆に分化型腺癌がやや多

い傾向であった。ここで,胃 粘膜の萎縮という観点か

らみると,胃 底腺領域はほとんど委縮が関与せず,中

間帯領域は萎縮の移行帯とも考えられるが,一 日に幽

門腺領域といっても比較的幽門固有腺の萎縮の軽度の

ものから,ま ったく幽門固有腺の荒廃したものまで,

また腸上皮化生についても目立たぬものからすべて腸

上皮化生粘膜で置換されたものまでさまざまの程度の

ものが混在している.腸 上皮化生の進展に関して佐

野1り,中村ら1のは腸上皮化生は幽門部粘膜に始まり,漸

次,胃角より角上さらに胃体部へと広範に進行するが,

これらはほぼ加齢に平行すると述べている。中野10は

腸上皮化生と胃固有腺の萎縮は表裏一体であるとし,

腸上皮化生の進展と固有粘膜の萎縮は平行関係にある

としている.一 方,胃 底腺粘膜の萎縮は中間帯という

概念からも理解されるように,いわゆる萎縮境界線(F‐

line)は噴門側へ上昇するが1ち幽門腺領域の萎縮の進

行などのように理解すべきであろうか。中野“)は腸上

皮化生の分布を非化生型,前 庭部型,中 間帯型,噴 門

型,噴 門 。前庭型,広 範型と分け検討している。この

ことより幽門腺領域内の腸上皮化生の進展は,1)幽 門

輪近傍より発し,漸次日側へ進展,2)中 間帯より発生,

肛門側へ進展,3)幽 門輪近傍および中間常より発生し

たものが ドッキングするのか,な どが考えられるが,

この他腸上皮化生は幽門腺領域内に多発性に起り,融

合するたどとも考えられよう。いずれにしても今後検

討すべき多くの問題を残している.

著者らは,幽 門腺領域癌をその占居部位により幽門

輪近傍に占居するもの,f‐line近傍に占居するもの,そ

れらの中間に占居するものとに分けて癌巣国右の性格

と背景胃粘膜の萎縮の程度に差違があるか否かを検討

した。二line近傍の陥凹性早期目癌は,未分化型腺癌の

頻度が分化型腺癌より高く,癌 巣の大きさも長径5cm

以上と大きいものが多く,中 間帯領域癌の性質に近

似りしていた。幽門輪近傍の陥凹性早期癌,中間領域の

癌は分化型腺癌が多いという幽門腺領域癌の性格を強

く表わしている.し かし,幽 門輪近傍の癌は癌巣長径

2cmか ら5cmの 中型癌,中間領域の癌は比較的2cm以

下の小型の癌が多く癌巣長径5mm以 下の徴小胃癌の

多くもこの部に含まれた。これは部位的にみた診断能

力の相違によるものであろう。
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門腺領域癌の占居分布の関係をみると,幽 問輪近傍の

癌は幽門腺の固有腺の萎縮がPlと軽度のものが多く,

腸上皮化生の程度も幽門腺領域の他部位の癌に比べ軽

度であった.一 方,中 間領域の癌の背景粘膜をみると

幽門腺の固有腺の高度萎縮例が多く,腸 上皮化生の程

度も高度のものが多かった。これらの幽門腺領域の占

居部位と幽門腺粘膜の委縮の関係より幽門腺の萎縮の

進展を推論することは困難ではあるが,今 後幽門腺領

域の癌の発育進展を考える上に,幽 門腺の萎縮の進展

と癌巣の占居部位の関係は十分検討されねばならぬ重

要な課題と考えている.

IV.結   語

過去12年間の教室の切除早期胃癌487例中,陥凹性単

発早期胃癌301例を対象として,それらを癌巣の占居腺

領域に分け検討した。

1)陥 凹性単発早期胃癌を占居腺領域別に分けると,

幽門腺領域癌が157例 (52%)と 最も多く,次 いで中間

帯領域癌38%,胃 底腺領域癌10%で あった。

ii)幽門腺領域癌の特徴は男性優位であり,分 化型

腺癌例が多く,癌 巣長径2cm以 下の小型の癌が日立っ

ブこ .

ili)幽門腺領域癌を癌巣の占居部位により以下の3

つに分類した。幽門輪近傍の癌 (1),f‐line近傍の癌

(2),そ れらの中間領域の癌 (3)と 分けると幽問輪

近傍の癌19例 (12%),f‐line近傍の癌89例 (57%),中

間領城の癌49例 (31%)の 頻度であった。

iv)上 記の幽門腺領域内の占居分布と組織型,癌 巣

の大きさ,背 景幽門腺粘膜の萎縮を検討すると,←line

近傍の癌は未分化型腺癌が過半を占め,癌 巣長径5cm

以上と比較的大きな癌巣を有するものが多かった。一

方,幽 門輪近傍の癌,中 間領域の癌は分化型腺癌例が

多く,中 間領域の癌は癌巣長径2cm以 下の小型の癌が

多かった。背景幽門腺粘膜の萎縮については,幽 門輪

近傍の癌は幽門腺固有腺,腸 上皮化生とも軽度萎縮例

が多く,中 間領域の癌は比較的高度萎縮例が多い傾向

にあった。

この論文の要旨は第23回日本消化器外科学会総会におい

て発表した。
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